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研究成果の概要（和文）：本研究は、脱地域的な性格を持つサブカルチャーに対する関心の

共有を媒介としたネットワークが、地域社会への参加の契機を産み出す様相を明らかにするも
のであった。従来の社会的紐帯が崩壊しながらも生活圏がある程度共通することから、そうし
たネットワークが情緒的な関係性をもたらすだけでなく、生活上必要な社会関係資本を提供す
ること、またサブカルチャー集団は、地域に対する愛着を媒介として他者との交流を産み出し､
地域内にさらに広範なネットワークを構築する可能性を持つことを指摘した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aims to appear how subculture function for local 
community participation. Through this ethnographical research on rokkunrooru, some kind 
of street performance, I show that this subcultural network enhances social ties in their 
live circle, functions as social and voluntary safety net and makes the members associate 
with other people. Consequently subculture and its network promote local community 
participation. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、地域社会の崩壊とそれに伴う地域に
おける人間関係の希薄化が多くの研究から
指摘されている。『平成 19 年版国民生活白書
2007』によれば、地域における人間関係の希
薄化に加え、地域活動の参加者も減少してい
る。また白書では、特に若年層の地域社会か
らの孤立化が顕著であることを指摘してい

る。その一方で若年層を中心に、ポピュラ
ー・カルチャー、サブカルチャーなどの特定
の趣味や関心を媒介として、地域を越えたネ
ットワークを形成し、濃厚な関係性を構築し
ていることも従来の研究で指摘されている。 
 
２．研究の目的 
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は、主としてマスメディアや商品文化によっ
て媒介されるため、脱地域的文化としての性
格を強く持つが、一方では、具体的な活動場
所が必要とされることで、対面的にネットワ
ークが形成されると地域化する可能性をあ
わせ持つ。 

本研究は、その脱地域的な性格とは裏腹に、
ポピュラー・カルチャー、中でもサブカルチ
ャーに対する関心の共有を媒介としたネッ
トワークが、地域社会への参加の契機となる
様態を明らかにするものである。 
 本研究の対象となるのは、研究代表者が
1997 年から継続的に調査を行ってきた、茨
城県中央部の「ロックンロール」と呼ばれる、
サブカルチャー的な路上のダンスのパフォ
ーマンス活動を行う集団である。 
 
３．研究の方法 
 
 研究のための資料収集は、a) 文献調査、
b) 現地調査の両面から実施する。文献調査
においては、雑誌記事と、地方メディア（茨
城新聞）と各種統計資料を対象にする。雑誌
記事では、ロックンロールの形成プロセスを
地方紙では、ロックンロール関連の記事を収
集し、当該地域における一般的な理解を検討
する。また統計資料では、ロックンロールの
参与者の多くが従事する、茨城県中央部にお
ける建築関係の産業構造の変化を背景とし
て明らかにしていった。現地調査では、一つ
めに、ロックンロール・チームの活動の観察
とメンバーの活動に関する意識とこれまで
の活動参加への経緯、そして現在の労働状況
に関して聴取を通じて資料を収集し、資料の
分析と解釈から、メンバーの属性の共通性と
価値および行動原則を抽出する。二つめには、
地域社会の対応に関して、祭事の実行委員、
商店会、警察などから、ロックンロール活動
に対する意識を聴取し、その対応の相違点を
明らかにしていく。 
 茨城県中央部の主要なロックンロール・チ
ームと実行委員会のメンバーとはすでにあ
る程度ラポールが構築されているので、イン
フォーマントを通じて別のインフォーマン
トを紹介していただくスノーボール・サンプ
リングを実施する。また、スノーボール・サ
ンプリングを実施ことで、対象者のネットワ
ークの様相を明らかにできると思われる。 
  
 
４．研究成果 
 
（１）文献調査では公共空間でダンスを行う

ロックンロールと呼ばれるサブカルチャー

の形成に関して、雑誌や新聞の分析から明ら

かにした。1970 年代後半に誕生したロックン

ロールは、本格的な消費社会を迎えた日本に

おいて、若年層におけるサブカルチャーが学

歴をファクターとして分化しつつある状況

を反映していた。ファッション、音楽などロ

ックンロールを形成する多様な商品化され

た資材は、学歴という正統な文化資本を持た

ない非エリート層によって市場に供給され

たものであった。さらに起業家たちの社会的

な成功がマスメディアを通じてオルタナテ

ィブなサクセスストーリーとして公表され

ることによって、非エリートの若年層に支持

された結果、そうした層をターゲットとした

市場が形成された。そうした商品と情報をい

わばブリコラージュすることによってロッ

クンロールというサブカルチャーは形成さ

れたことを明らかにした。 
 さらに 1980 年代初頭となると、「ツッパ

リ」と呼ばれた反学校的な非エリート層のサ

ブカルチャーがタレントやグッズを通じて

商品化される過程において、ロックンロール

はツッパリのアイコンの一つとして流用さ

れた。そのため 1980 年代初頭のいわゆる「ツ

ッパリ・ブーム期」において、ロックンロー

ルの主体であるローラーが少年少女向けの

雑誌に頻繁に登場した結果、ロックンロール

は全国に拡大していった。1980 年代後半ブー

ムの衰退とともに、全国的に拡大したロック

ンロールは一部の地域を残して消滅してい

ったプロセスを明らかにした。この成果は

「ケンカから格闘技へ−暴力性の資本化に関

する一考察」および「基地文化の消米化」で

発表した。 
 

（２）フィールドワークではロックンロール

を行う主体であるローラーの活動とその意

味づけ、そしてネットワークの変化を調査し

た。対象地域である茨城県中央部は、「ツッ

パリ・ブーム」以降もロックンロールが引き

続き行われてきた。その主体は居住地域を基

盤として形成される暴走族をはじめとした

10 代後半の若年層の逸脱的な少年グループ

であった。ロックンロールが「不良」になる

ためのいわば条件と位置づけられ、それを義

務的に学習するプロセスが不良集団に組み

込まれることによって、地域的に継承されて

きた様相を明らかにした。この成果は「暴走

族文化の継承」に発表した。 
 茨城県中央部における従来の動向に対し

て、暴走族など逸脱的な少年グループの義務

的な活動から趣味と位置づけ直すことでロ

ックンロールを切り離し、パフォーマンスの

みに特化したグループが、成人男性を中心に

1990 年代初頭に結成されはじめ、2000 年前

半以降増加している状況が確認された。 



 成人系のチームの特色として 10 代から 40

代までと年齢層が拡大しつつあること、従来

ごくわずかにしか存在しなかった女性のロ

ーラーが増加したこと、またメンバーの出身

地域が居住地域に限定されていない広範な

ものへと、世代と性別と地域を超えたネット

ワークが形成されることが確認された。各チ

ームが暴走族時代と比較すると広範囲のネ

ットワークを形成しているのは、メンバーが

就業、結婚などライフ・ステージの変化とと

もに拡大した生活圏内に張り巡らされた多

様なネットワークと重なり合っているため

であった。地元の先輩後輩のような地縁、夫

婦や親子など親族の血縁、同じ会社や現場を

ともにする人々の仕事縁、スポーツなどのロ

ックンロール以外の趣味縁が複雑に絡み合

っている状況が観察された。そのためロック

ンロールを媒介としたネットワークは、生活

圏に張り巡らされた既存のネットワークを

外延しつつより強化する性格であることを

明らかにした。 
 またこうしたロックンロールの地域的な

変化によって、従来と異なるサブカルチャ

ーの伝達とメンバー参加の様態が見られる

ようになった。従来ロックンロールは、暴

走族を中心とした地元の不良グループへの

周辺から加入を契機とした同世代の集団内

で伝達されてきたが、成人系のチームにお

いては、10 代後半の若年層の参加は、親子、

またはそこから派生し子供の友人関係がそ

の契機となっているため、家族関係がサブ

カルチャーの伝達において重要な機能を果

たしていることが確認された。さらにロッ

クンロールが趣味と位置づけられたことか

ら、自分の好みのスタイルに応じて自由に

チームを各自が選択することが可能となり、

チームとメンバーの関係はより流動化しつ

つある状況が観察された。この成果は「脱

若者化・地域化するサブカルチャー」にて発

表した。 
 成人系のチームはロックンロールを基盤

としてそのネットワークを拡大しつつある。

成人系チームの統括団体として 2007 年に結

成された「水戸・ロックンロール・オーナー

ズ・クラブ」は、チーム間の交流を目的とし

たイベントを年に数回開催している。チーム

間の交流のみならず、類似する音楽を愛好し

ながらも、従来は関係性が希薄であった、ラ

イブハウスでのイベントを企画するイベン

ターやバンドなど関連する他集団まで拡大

し、ロックンロールを媒介としたネットワー

クが県内まで広域化する様子が観察された。 

 しかし増加傾向にあった成人系のチーム

の中には、活動に困難を来す状況にあること

が確認された。こうしたチームは主にメンバ

ーが同世代の同じ地元の出身者で結成され

ていることが特徴的であった。この理由の一

つは、仕事が多忙なため活動とチームの維持

が困難となるなど、活動自体の不活性化であ

り、二つ目は、少年時代に形成された地元の

「先輩後輩」という権力関係が少なからず影

響し、必ずしも若いメンバーが望まないスタ

イルや活動方針が年長のメンバーによって

決められることに対する反発があった。特に

後者の理由は、ロックンロールが趣味と位置

づけられたことによって、もはや活動をめぐ

る意志決定が上下関係でなされるものでは

なくなっている現状が確認された。 
 拡大するロックンロールのネットワーク

は、性格の異なるネットワークが重層化され

ていることからも分かるように、部分的にで

はあるが、雇用や仕事に関するセーフティー

ネットとしての機能を果たしていることが

明らかとなった。親しい関係にあるローラー

間においては、仕事の発注や受注、雇用の受

け入れ、仕事やキャリア関係に関する情報交

換などが頻繁に行われていた。趣味のネット

ワークにおける関係性を緊密化し、仕事の局

面においても機能するためには、ロックンロ

ールという同じ趣味を共有するだけでは不

十分であり、活動に対する参与の積極性と熱

意が重要視されていた。というのは熱意の有

無がより深い情緒的な関係性と信頼感を産

み出す条件としてローラーが考えているた

めである。このことから、情緒性を基盤とし

た趣味のネットワークが、道具的な性格を帯

びる転換点が明らかになった。こうした関係

性には、比較的安定した雇用条件にあり、立

場上仕事を斡旋できる30代後半のローラー

が、より雇用が不安定な若年層のメンバーを

援助する側面が観察された。特に、下請けの

職人､なかでも「一人親方」のような個人で

仕事を受注する若年層の労働者にとっては、

ロックンロールのネットワークは、公共事業

の減少に伴いそれまで存在した仕事の受注

体制が崩壊しつつある状況において、仕事を

得るためのネットワークとしての意味も兼

ね備えている。 
 
（3）またフィールドワークではローラーと

外部の他者との関係性を明らかにするため、

数多くのローラーがパフォーマンスを行う

「黄門祭り」の主催者である水戸市観光協会

と地元商店会への聞き取り調査を行った。主

催者側は、かつてロックンロールの主体が暴



走族であった時期､祭りの進行の妨害や警察

とのトラブルを引き起こす存在としてロー

ラーを敵視していた一方、没交渉的であり対

策にも消極的であったが、観光協会の会長が

交代したことを機にローラー対策に着手し

た。この動向に対して「水戸・ロックンロー

ル・オーナーズ・クラブ」は、ローラー側の

意向をまとめ明文化し主催者側に提出した。

その結果祭りへの参加をめぐって両者の交

渉が行われるようになった。交渉が継続され

る中で、ローラーと主催者は相互理解を深め、

共同で祭りのパトロールの実施など協調関

係を築きつつあることが確認された。この背

景には、ローラーのパフォーマンスが集客効

果を持つという主催者側のメリットが認識

されるようになったこと、そして祭りが開催

される水戸市の中心街という場に対する愛

着を両者が持っていることを相互に確認し

たことが挙げられる。そうした実績を背景

にいくつかのチームは、地域の様々なイベ

ントでの出演を依頼されることもある。事

実、主催者側にはかつてのロックンロールの

記憶から強硬な反対派も存在しているが、ロ

ーラーと主催者との関係性のポジティブな

側面に注目すれば、場所に対する愛着の共有

が、立場と利害の異なる人々との関係性を産

み出し、衰退の一途をたどる地方都市の中心

街が再生していく一つの出発点となると考

えられる。 
  
 本研究の結果から、従来の社会的紐帯が崩

壊しながらも生活圏がある程度共通する地

方社会において、サブカルチャーを媒介した

人間関係が情緒的な関係性をもたらすだけ

でなく、生活する上で必要とされる社会関係

資本を提供すること、またサブカルチャー集

団は、地域に対する愛着を媒介として他者と

の交流を産み出し､地域内にさらに広範なネ

ットワークを構築する可能性を持つことが

指摘できた。以上の結果から、サブカルチャ

ーは、地域社会への参加に関して重要なチャ

ンネルとして機能する可能性を持っている

といえるだろう。 
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